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本論文は以下の 4 章から成る。 
第 1 章「心が映し出す世界」では、第 1 節「宇宙像」第 2 節「創造神話」第 3 節「お金の銀行」で、
“Vision”とは何か、大きな“Vision”がどのように作られ、人間世界を構築してきたかを述べる。  
第 2 章「世界を信じさせるもの：“Vision”の解剖」では、第 1 節「フィクション」第 2節「記憶」第 
3 節「物語を生む力、心の自由」第 4 節「信用」で、“Vision”がどのような人間の能力から作られるのか
を考察する。  
























































































    
 
を含めた、より広義の「表現」を工夫することが、今後の課題として指導された。総合的には優秀な作品群
であると認められ、合格の判定とした。 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
森下の作品は心と記憶、時間と物質、現実と確証、など作者の触覚を頼りにして知覚的な表現として制作
されて来た。 
日常の現実への認識のパターンを懐疑し、論文中では「作られたビジョンの中でもう一度ビジョンを作る
こと」が絵画であると問題提起している。作者は体験や現実に見えない記憶の集積を注意深く探って自己の
現実存在と認識の規範との隙間に触れる。作品は繊細な物質に問いかけるような行為によって形付けられた
作品として表現されている。 
２０１０年に製作された「この中の云々」では知覚する行為の尺度として体温を頼りに飴を体温で溶かす
作品を制作。２０１５年制作の「水たまりを探しに行く」と題された作品は雨の後の水たまりを座標と日付
を手掛かりに水たまりの地図を製作する、一瞬現れる水面を地図の形で留め展示会場に再構築するインスタ
レーション作品である。ここに生きているという本人が世界に触れる感触を見事に表現として結晶化させて
繊細で美しい秀作である。提出作品の「点線のパノラマ」は通学途中のバスのガラスに付いた雫に映る景色
から発想している。この雨つぶに映る風景の記憶の集積を鏡に閉じ込めるといった現実と記憶の断面の不思
議な作品は展示表現の技術にはまだ進化や展開が必要であるとしても絵画表現の持っているイメージと表現
のメディユームとしての物質の中性化には成功した優れた作品であり、提出作品を、審査員全員で博士学位
に相応しい作品であると判断した。 
「論文はまだ見えない人間の現実を把捉するためのシステムを知覚や触覚による方法論によって再構築し
ようとした自作の作品制作論文である。 
論文中では「作られたビジョンの中でもう一度ビジョンを作ること」が絵画であると問題提起している。
古代の人間の宇宙や世界像に対するビジョンにおける図像は現代の科学ではまるで子供のような稚拙な像に
見える、しかし、この決めつけについても疑問を投げかける。絶えず人間の組織化されて行く認識過程に新
たな視線を感得させようとするため、論文ではこの認識検証を人間の歴史過程において描きこまれた図像の
歴史を検証し、現実世界と人間の体験に基づいた記憶の組織化のズレと本人の身体感覚の検証していく。  
「アントロポセン」、「現実世界と心の世界のズレ」、「現実とは何か？」、「銀行と信用」、と社会
学、科学やIT,等の様々な分野の事象を例にして現実とのズレについて指摘し論述している。人間に関するあ
らゆる分野に対し世界を拡張し他分野を結びつけて検証する過程は、本人の芸術家としての広い意識を感じ
取ることのできる優れた論文である。 
最後に自作を分析して作品制作の新しい手法を述べている。審査結果は、製作者としての独創的な論文で
あるとし、審査員全員が博士学位に相当する論文と作品であることを承認した。 
 
 
